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? ????? ??年鑑 　　　25　（16）
計　　758　（819）　冊
追補（54年12月以前閥行分）
　国語学その他
　国語史
　音声・音韻
　文字・二三
　語彙・文法
　文章・文体
　方鴛・民俗
　ことばと機械
　コミュエケーシaン
　マス・コミェニケ…一シuン
　国語問題
　国語教育
　外国人に対する日本語数育
　言語学その他
　辞典・索引・資料
　　　　　　鯛・
、??））））））））））））））18
S9??????????
（（（（（（（（（（（（（（（?? ???????
1，054　（1，075）　冊
狂　雑誌論文の調査
　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの刊
行物や雑誌から，関係論文・記事を調査し，題霞・筆者名・誌名・巻号数・
発行年月およびページ数などを記載したカードを作り，分類別カード週録を
作成した。当研究所で入手できなかったものについては『雑誌認事索引』（国
立国会閣書館）　の人文・社会編，その他の昌録類からできる限り情報を補っ
た。採録した論文・記事の総数は，4，004点である。　（遮載物については各
回ごとに1点と数えることはせず，その題目について1点と数えた。）
　1　一一一nc刊行雑誌，澱たび大学・研究所等の紀要・報告類の種別数
　a．一一nc刊行雑誌（学会誌等を含む）…∴・462（452）種
鷺叢論か’ll（llll鷹嚢警　　温1
一82一
葛本語教育
マス・コミ関係
外国語
週刊誌・総合誌
文芸・詩歌・芸能
　b．
　2
国語（学）
　国語（学）一般
　時評・随筆
圏語史
　国語史一・・ee
　調点資料関係
音声・音韻
　音声・e韻一一般
　史的研究
　アクセント・
　　イントネーション
文字・i撮記
　文字・字体
　表記
語彙・用語
　語彙・粥語一般
　古語
　現代語
　蘭語・流行語
　外来語
　人名・地名
　辞譲・索引
文　法
7　（7）
11（エ2）
14　（11）
1　（1）
3　（5）
その他（教育・社会学・心理学
　ほか）　　　　　　　　　　87
三時に．入った雑誌　　　　　　27
外国誌　　　　　　　　　　　71
大学・研究所等の紀要・報告類……328（313）種
論文・記事の分類とその点数
文法上の諸問題（現代語法）
　史的研究
　敬語法
文章・文体
294　（379）
69　（77）
85　（70）
11　（26）
43　（68）
27　（24）
13　（ll）
2e　（25）
29　（29）
157　（Z68）
53　（55）
10　（15）
3　（2）
19　（7）
10　（49）
82　（69）
72　（79）
34　（36）
12　（18）
　文章・表現一般
　史的研究
古典の注釈
　注釈一般
　上代
　中古
　中世
　近世以降
方書・罠俗
　方書一般
　各地の方欝
　　東部
　　西部
　　九弼・沖縄
　蝿俗
ことぽと機械
　書語情報処理
　研究絹機器
コミュユケーション
　コミュニケigショソー一・ee
　言語生活
　言語活動
　　世語活動一一一ue
　　書く・読む
　　話す・腿く
マス・コミェニケーシaソ
　一般顔澗題
　薪聡
一83一
（99）
（18）
（77）
78　（66）
132　（85）
????（1）
（ユ3）
（10）
（エ1）
（7）
33　（51）
50
P7
P9
O
（38）
（34）
（22）
（11）
63　（66）
12　（7）
67　（45）
142　（130）
????ー???←（21）
（84）
（9）
1　（2）
14　（le）
　放送
　広蕾、・古伝
　印刷・出版
国語問題
　國語隠題一般
　表記法
国語教育
　国語教育一般
　国語教育隻
　学習指導
　ことばの指導
　文字・蓑詑教育
　語彙数育
　文法教育
　聞く・話す
　読む・書く
　　読む・書く一般
　　読解指導
　　読書指導
　　作文指扇
　文学藪育
　＄典・漢文教育
　特殊教育
　学力評価
　国語教科書・教材研究
　雷語能力の発達
外国人に対する日本語教育
言語（学）
　書i語憎般
　意味
　坊較。対照研究
　翻訳の問題
　外国語研究
　外国語教育
　各国の密語問題
　君i語障害研究
）））33?（（（
）㍉???（??
））））））））??????????（（（（（（??
（
）））））））））））??????（（（（（（（（（（???????????（
））））））））10???????????????
（
29
Q3
????????????????????????????????
2
2
資　料
　資料一一rc
　国語資料
　　翻刻
　選録
書評・紹介
　国語学その他
　国語史
　音声・音韻
　文字・表詑
　語彙・朋語
　文法
　文章・文体
　方言・民俗
　ことばと機械
　駆ミェニケWhション
　マス・コミュニケーション
　穂並問題
　国語教育
　外国人に対する貝本語教育
　言語学その他
　辞典・用語集・索引
　　　　　　　誹
追補（54年12月以前刊行分）
　国語学その他
　国語史
　音声・音韻
　文字・表記
　語彙・馬語
　文法
　文章・文体
　古典の注釈
　方言・厩俗
　ことばと機械
　コミュニケーシnン
一　84　一一
20　（20）
26　（18）
32　（46）
3　（1）
15　〈11）
14　（11）
4　（6）
3　（2）
10　（11）
7　（6）
7　（11）
6　（9）
e　（o）
7　（le）
o　（o）
O　（9）
18　（22）
5　（1）
24　（13）
8　（8）
3，662　（3，676）　，崇ミ
　　　　7　（13）
　　　　24　（8）
　　　　エ1（13）
　　　　7　（5）
　　　　28　（34）
　　　　13（12）
　　　　23　（12）
　　　　12　（9）
　　　　94　（83）
　　　　王　（0）
　　　　21　（11）
　マス。認ミュニケーション　O　（6）　　　欝語学その他　　　　　　　49　（78）
　国語罐題　　　　　　　　　1　（3）　　　資料　　　　　　　　　　　0　（5）
　国語教育　　　　　　　　44（67）　　書評・紹介　　　　　　　11（5）
　外国人に対するH本語教膏　6　（3）　　　　　　　　総計　4，004（4，042）点
皿　薪軍配翻：の醐査
　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資
料として保存し，閲覧に供している。
　切り抜き点数は3，445点で，その内訳は次のとおりである。
　1　浮気の種類と切り抜き点数
ii（夕）刊紙
　　朝　　N
　　毎　　H
　　読　　売
　　東　　京
　　サンケイ
　　B本経済
　　瑳ヒ海道
　　西臼本
　　んでいる。
　2
　　1月
　　4月
　　7月
　　10月
　3
言語（学）一般
音声・音韻
文　字
　文字・褒記
　活字
語　彙
476　（467）
59e　（417）
649　（417）
244　（264）
334　（380）
273　（242）
287　（280）
21e　（2gl）
週刊・その他
　日本読書新聡
　週騰読書人
　國書新聞
　新聞協会報
　激育学術薪聞
　その他＊
　　　　　69　（54）
　　　　　68　（65）
　　　　　81　（48）
　　　　　44　（42）
　　　　　13　（17）
　　　　　107　（72）
言一ト　　3，445　（2，966）　蕉ミ
rその他」の中には，佑藤茂氏から害贈された『臼刊福井旧聞』の三三26点を雨
月劉の切り抜き点数
　270　（207）　　　　　　　　2月　　295　（250）
　304（296）　　「　　5月　369（267）
　238（223）　　　　8月　244（190）
　279　（206）　　　　　　　　11月　　285　（262）
新聞認事：の分類とその点数
　　　　　　　　　332　（317）　　　　　　語彙一般
　　　　　　　　　　33　　（11）　　　　　各種用語
　　　　　　　　　　38　（38）
　　　　　　　　　　11（9）　　辞書
一85一
3月　　317　（361）
6月　　308　（272）
9月285（218）
12月　　251　（214）
新語・流行語・隠語
外国語・外来語
問題語・命名
80　（67）
79　（39）
143儘）
se　（so）
56　（44）
56　（37）
　人名・地名
文　法
文　体
　文体・表現
方　言
　方言一般
　方雷と標準語
　各地の方言
言議生活
　雷語生活一般
　ことばの問題
　ことばづかいの問題
　敬語の問題
雷語活動
　雷面心面一毅
　話すこと（閣くこと）
　書くこと（読むこと）
　読書
ことばと機械
国語閥題
　弾語問題一般
　表記の問題
　　表記一般
　　廻心漢字など
　　かなづかい
　　送りがな
　　かな書き
　　横書き・縦書き
　　人名・地名の褒記
　　外来語叢記
28　（54）
3　（7）
70　（31）
62　（71）
27　（10）
58　〈19）
105　（102）
77　（51）
45　（36）
53　（51）
31　（32）
83　（45）
31　（27）
73　（96）
67　（44）
20　（55）
22　（52）
3e　（l19）
1　（8）
e　“）
4　（8）
11　（4）
38　（42）
46　（エ9）
　　ローマ字
国語教育
　国語教es一一毅
　学習指導の問題
　　学習旛導一般
　　話す（聞く）
　　読む（読書指導）
　　書く（作文揚導）
　文学・古典教育
　特殊教育
　視聴覚教育
　学力テスト
　幼児教育
　海外帰国子女教育
書語学
　書語学一般
　外国語一一me
　比較研究
　翻訳の閥題
　外国語教育
　外国語に関する紹介ほか
目本語の研究と教育
マス。Uミュニケーシaソ
　マス・mミー一ma
　虚聞
　放送
　広告・宣伝
　出版
書評・紹介ほか
　　　　　　　辻
5　（12）
71　（71）
11　（20）
4　（5）
29　（42）
17　（14）
4　（4）
12　（25）
工7　（4）
41　（31）
37　（20）
23　（一）
96　（81）
67　（49）
74　（23）
50　（56）
134　（148）
79　（51）
138　（100）
34　（57）
33　（28）
50　（39）
57　（44）
95　（47）
414　（328）
3，445　（2，966）　，｛ft，E．
　切り抜き点数は，蔚年より499点多かった。（主な記褻はr国語年鐡く昭和
56年版〉に掲載）。本年の主な動向を分類項覆の点数から示す。
　「新語。流行語・隠語，各種用語，各地の方雷，文体。表現」などのlj　9
が前年より多いが，これは『毎β新聞』，　『読売高聞』に連載のコラム欄が
一86一
あり，これらの項目に分類されるものがあったことによる。爾紙の切り抜き
点数が多いのもその反映である。
　「ことばの問題」の項が多いのは，長野県門門町に端を発した法律や条例
の中から差別用語をなくそうという運動が，国会をはじめ，都道府県議会な
どの議題になり各紙に報道され，これらの記事が童としてこの項に分類され
たことによる。
　「出版」の項も多いが，雑誌の創刊ラッシュ，文康本の雑誌化など，凹版
界の話題がにぎやかだったことによる。
　「音声・音韻」も多いが，声紋が事件解決のきめてとなり，各紙に報道さ
れたことによる。
　「当用漢字など」の項が少ないのは，前年の特殊事情である（くわしくは，
『年報31』を参照）Q
　なお，本年から「海外帰国子女教育」の項を新たに設けた。
　　　　　　　　〔付　所外からの質問について〕
昭秘5年度に電話で受けた質問件数を示すと次のとおりである。
謡聯月｝・・・…一・・月1・2構…月
・・39司…国・47・49｝坤2車5・剛・21・・　1951…
（前隼度の質問件数はユ，475件であった。）
　質問の内容は，例年どおり多方面にわたっていた。件数の多かったものを
示すと次のとおりである。用語用字について412件（用語一般126件，用字
一般123件，ゆれのある語68件，周音類義語52件），漢宇の読み193件（姓
名に関して53件），字体80件，語の意味54件，送りがな50件，語源48件，敬
語42件，かなづかい21件などである。
　上記の件数のうち，同一（または，同類）の内容について2回以上質問を
受けた事項を，かなづかい，送りがな，三体などから例示する。
一87一
かなづかい
　こんにちは
～三つ
基ゴく
送りがな
　行う
　暮．豊し
字体
　塚・塚
　撰・填
　稟・禦
????
??
???
岡音類義語
　初め・始め　　　4
　修める・収める　3
’使う・遣う　　　3
　謹んで・慎んで　3
　後・跡　　　　　2
　意志・意思　　　2
　異常・異状　　　2
　犯す・侵す・賢す2
　改定・改霊∫　　2
　観賞・鑑賞　　　2
　来踏・未蓼彗　　　　2
、三三に：ゆれのある瞬
　一一所懸命。一生懸命　2
　玉子・卵　　　　　　2
発音にゆれのある語
　マテガイ・マチガエ　6
　行（イク・ユク）　　　4
　味ワウ・味アウ　　　　3
　ニホン。ニッポン　　3
　～所（ショ・ジョ）　2
　また，影用漢宇の改定と常用漢字表について14件，殿・様の使い分けにつ
いて7件，　「々」は文字か7件，義理の父母の呼称5件，送りがなの改定4
件，などが件数の多い事項だった。
　なお，研究所および研究所の刊行物についての照会が88件あった。電話に
よる質問のほかには，はがき，封書による質問46通（回外からの2通を含
む），直接来所しての質問が3件あった。
　以上の件数は，すべて文献調査室で受けた質闇で，所員が繍人的に受けた
質聞は含んでいない。
一88一
文部省科学研究費補助金による研究
　器しことばの計醗圏語学酌調査・分析のための纂礎的硬究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎賀秀央）　　（一般研究A）
〈研究園的〉
　三民の言語生活の効率化を考える上で，話しことば（音声三三）の研究は
重要であるが，書ぎことぽの研究に比して，その調査法はいまだに確立して
いるとはいえない。そこで，言語学，情報工学，統計学等の研究成果をふま
え，電子論鋒機を使って，話しことばを調査し，分析する方法を検討する。
また，実際の話しことばのデーータにあたって検証し，学問的に意味のある効
率的な調査法を確立する。
　具体嚢勺には，次の目的を達成する。
　1．話しことば調査のための調査単位の設定
　2。話しことばの分類基準の確立
　3．話しことば集計プログラムの作成
　4．話しことばデータの採集と分析（1，2，3検証のための実験データ）
〈研究組織〉
　言語計量研究部の下記の8名が参藤した。
　　斎賀　秀夫
　　土屋　信一
　　中野　　洋
　　欝1岡　昭失
　　野村　雅昭
　　佐竹　秀雄
　　斎藤　秀紀
　　田中　車史
〈実施の概要〉
（言語二二研究部長）
（書語計盤研究部第一研究室長ン
（　　　〃　　　主任研究官）
（　　　〃　　　主任研究宮）
（　　　〃　　　第二研究弓長）
（　　　〃　　　第二研究室研究員）
（　　　〃　　　第三研究三三）
（　　　〃　　　主任研究宮）
一　89　””
55年度は，次の四項目について分析及び検討を行った。
1．話しことばのための調査単位の設定
　調査単位には，ほぼ形態素にあたる短い単位とほぼ文節にあたる長い単位
とが考えられる。しかし，すでに文字化された話レことぽ資料については，
短い単位を適用したほうが有効であることがわかったので，機械処理用には
短い単位を採用することにした。なお，短い単位に付加情報を付けたことに
よって長い単位による分析も可能である。
2．話しことばの分類基準の検討
　『誉語生活』所収「録音器」欄データに基づいて話しことばの種類を分析
した。
3．話しことば集計プログラムシステムの設計とプpmグラミソグ
　集計・分析項目の検討，機械処理システムの設計，プPグラミング・デバ
ッグは完了した。これらのプログラムによって，話しことばデータの処理が
進んでいる。分析プログラム（データベース操作）のプログラミング・デバ
ッグは次年度に行う。プログラムシステムのほぼ50％が完成した。
4．話しことばデータの採集作業
　（1）　露炎話語の実態』データ（40万語）のパンチ作業を終了した。
　（2》　『書算生活』所収「録音器」欄データ（60万語）のパンチ・入力作業，
　　各種情報付加，データ修正を終了した。用例表（KWIC）約60万行の1β
　　力は次年度初めに行う。
　③　実際の話しことばの採集　　β常会話・演説・講演など194編の話し
　　ことばの録音・採集・文字化が完了した。
　以k，話しことばに関するデータベースは，当初計画したうちのほぼ60％
が完成した。
　　（中野洋「話しことばの語彙に関する調査システム」，　「話しことばにお
　ける聞き手決定について一誰に淘かって話されたか一一」，「露摂しこ
　とぽの計量国語学的調査・分析のための基礎研究』　作業進行表」　以上
　3点，言語計量研究部季報，1980一負号）
　　　　　　　　　　　　　　　一90一
〈今後の予定〉
　次年度は次の集計及び分析を行う。
　1）話しことば集計プログラムの作成
　　ア・集計プログラムのうち，入力処理は55年度に完了した。56年度は分
　　　析プpmグラムの作成とランを行う。
　　イ．パーソナルコンピュータによる話しことば多次元情報処理システム
　　　を作成する。これらは，回しことぽの音声学的調査の入力・分析に用
　　　いられる。
　2）話しことばデータの採集作業
　　ア．　『談三三の実態』（報告S）データ（40万）　55年度に完了したパソ
　　　チデータの校正・修正を行い，音韻。文の長さ・音節の長さ・語彙等
　　　について調査し，分析を加える。
　　イ．雑誌『言語生活』所収r録音器」欄データ（60万）　用例表および
　　　一部語彙表を銀力し，語彙の位相（年齢，場颪，話し手，地域に関す
　　　る）および待遇表現の分析を行う。
　　ウ．実際の話しことば……文字化・データさん孔・機械処理をほどこし，
　　　用例表・集計表を出力・分析する。
　3）　話しことばの音声学的調査
　　　ソナグラフにより，ポーズの分析を行い，話しことばの単位を確立す
　　るための資料とする。また，1）イによリアクセント・イントネーション・
　　プロミネンスと話しことばの関係を分析する。
　4）話しことばの分類基準の検討……全データを統合し，話しことばの種
　　類およびその分類基準を検討する。
R本人の醤語行動様式に関する比較対照的研究
（代嚢　7XJII漕）　（一般研究B）
〈研究目的〉
　外国人が霞本語を， 逆に碍本人が外国語を学ぶ場合，ことばだけを学習し
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ても実際の携では通じないことが多い。ことばは，各国の文化的・社会的背
景のもとに，それぞれに固有の身振りや動作など，ことぽ以外の伝達手段を
伴って使われるからである。外国人との接触の際にはこのようなことば以外
のことで思わぬ誤解や反発が生じることも少なくない。従って，お互いの意
思の伝達をさらによくするためには，ことぽだけではなく，身振りなどを含
めた誉語行動の全体を明らかにする必要がある。
　この点について，われわれは昭和52～54年度の3年間にわたり西ドイツの
ドイツ語研究所と国際共問研究を行い，西ドイツ国内でのドイツ人および在
独鷺本人の言語行動様式の実態を知る資料を得ている。本研究はこれに引き
続くものであり，具体的には以下の二つの観点から臼本国内で調査を行う。
　1．旧本人の書語行動様式を各層（性・年齢など）ごとに比較し，属本人
　　全体の三三行動様式の実態を明らかにする㈹本人調査）Q
　2．在日外国人の言語行勤様式を調べるとともに，外国人からみたH本人
　　の番語行動様式の特徴を明らかにする（在fi外圏人調査）。
〈担当者〉
　研究分担者
　　江ノll　清
　　高田　　誠
　　日向　茂男
　　志部　昭平
　　田中　　望
　　石井　久雄
　　米田　正人
　　杉戸　清樹
　研究協力春
　　前田　　均
く研究経過〉
（言語行動研究部第2研究弓長）
（日本語教育センター第1研究塞長）
（　　　　〃　　　　主任研究官）
（　！1　ll　）
（　　　　〃　　　　厨修室研究員）
（　1！　！！　　）
（言語行動研究部第2研究蜜研究員）
（　　　〃　　　第1研究室研究員）
（東大寺学園中・高等学校教諭）
上記の警標を達成するために，アンケート調査票を作成し，国内数地域で
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調査を笑施し，得られた調査票の一部の整理を行った。
1・購本入調査
イ）調査票の作成
　臼本人一般の言語行動様式を把握するための一手段として，あいさつ・買
物・活ききなど各種欝i語生活場面を具体的に設定し，それぞれの場面でどの
ように言うか，また，どのような動作・身振りなどを用いるかを尋；ねるアソ
ケーート調査票を作成した（B4版17ページ）。
Pt）調査の実施
　上寵の調査票を，関東，騨酉，中部地方の市役所職員，一般社会人および
大学生に配布し，約エ，5◎0部を痙1収した。
ハ）調査票の整理
　ののうち，選択肢形式の項目については約630人分の資料をパンチ・カ
ードで入力し，蜜研究所の電子計算機を用いての集計作業を行っている。ま
た，語形翻入方式の項呂についても約300人分の資料を整理し，それをリス
ト化した。
2．在日外声人調査
イ）調査票の作成
　as　H外国人（とくに，英語を母国語とする人々）が欝本語’・田本人とどの
ような形で接触し，かつ霞本人の書語行動をどのようにみているかを調べる
ことを主目的とするアンtr　一一ト調査票を作成した（A　4版21ページ）。なお，
この調査票の設闇は英譲によっている。
P）調査の実施
　上斎の調査票を，闘葉，闘西，中部，中腰，北海道の日本語教育男望の教
員・父兄および留学生ならびに在学大使館職員に配卜し，約500部を蹴収し
た。
ハ）調査票の整理
　Pt）で國版した全調査票のうちの語形記入：方式の三二については，全弓形
をカード化し，整理・分析の方法の検討を行った。また，選択肢形式の三一
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についても調査票の整理を進めている。
3．現在までに得られた知見
55年度前半までに得た調査結果の一部は杉戸清樹「あいさつの言葉と身振
り」（『あいさっと言葉』＜文化庁「ことば」シリーズ14＞寒駅）に発表した。この
中で，ほ本とドイツの調査結果を対比して見たところ，食事場画など一部を
除く9常場面において，あいさつの有・無をこはさほど差異がないのに紺し’，：
あいさつことばのバラエティ（異なり語形数）e＊　H本で少なく，ドイツで多
いこと，あいさつの身振りについては，日独それぞれことば以上にバラエティ
が豊富でちらばりも大きいことなどが記述され，あいさつの定型性に関して
≡婆界層勺な1矩見カミ得られた。
＜次年度以降の計画＞
1．資料整理の継続
　次年度は，本研究の2年計画の最終年次に当たるため，本年度で残された
全調査資料の整理を完了し，電子計算機による集計を行う予定である（56年
度前半）。
2．分析および報告書原稿の作成
　1で得られた集計表を基に，鷺本人の言語行動様式と外国人の雷語行動様
式の姥較分析を行い，報告書刊行にむけて原稿執筆に取り組む（56年度後半）。
なお，報魯書は57年度中に刊行する予定である。
　国語解析を応用した日本語文修正処理②効率化に関ずる研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎藤秀紀）灘（一般研究C）
〈研究目的〉
　＝ンピュ一見利用の多様化に伴い，澱本語処理を対象とした各種の装置が
開発されている。しかし，漢字などを中心とするN本語処理では，文字数の
量の問題分かち書き上の問頚などコンピュータ処理になじみにくい部分が
多い。特に大量の濤本語データ処理を行う上で，入力作業，校正，データ修
正などの効率化を図ることは，コンピュータによる処理の全体を向上させる
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ために重要な課題となっている。以上の点から，本研究では，54年度にエラ
ー・ fータ発見のために必要なコンピュータ・システムの検討，日本語デー
タの統計的性質の把握を試み，また55年度は分散処理のための簡易型エディ
タの開発，自動修正システムに関する基礎的研究とシミュレーシblン及びプ
ログラムの開発とを行った。
〈研究組織〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　言語計量研究部の下記の3名が参加した。
　　斎藤　秀紀　　（第三研究蜜長）
　　田中　車：史　　（第三研究室主任研究官）
　　繍醐　昭夫　　（第～研究室主任研究官）
〈実施の概要〉
　昭和55年度（2年計画の最終年度）は，次の二項冒についてプログラム開
発とモデルの妥当性の検討を行った。、
1．分散処理における簡易型エディタの開発
　オフィス・コンピュータ，マイクロ。コンピュータなどの小型ロソピュー
タを対象に会話形式のエディタを開発するためには，エディタ機能の拡張性，
操作の容易性，また命令形式と機能の単純化などが重要な問題となる。本シ
ステムでは，以上の諸機能に対し，次の四項賃を設謙時の基本事項として，
エディタの設計を行った。
　1）エディタ起動時の初期パラメータは，すべて会話形式で指示可能なこと。
　2）コマン勘まファンクション・キーによる選択式とし，オペランドは0ま
　　たは1アドレスを基本とする。
　3）エディタはスクリーン型とし，データ探索は行の絶対行番号指示方式と
　　する。
　4）対象データはローマ寧，数字及び版名とし，ホスト側機能と連系を密に
　　する。
　なお，これ，らの基本事項に対し命令機能として使用可能なコマンド（テキ
スト処理命令）は次の7種である。
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））
）
???（（（
（7）
テキストの終了　　　　　　　（2）
カーソル指定行を削除
データの行番号に対する再番号　（4）
処理
カーソル指示行から指定された　｛6｝
行番号感奮までプジント
画面上のカーソル位置ヘデータ
を挿入
カーソルを次のデータ行へ進め
?
データ探索と当該データの画面
表示
　これらの各命令機能の妥当性については，現在評価中であるが，擬似的方
法として荻野〔文献1〕によって開発された大型コンピュータ用漢字エディ
タ命令に対応させた評舗予測を行った。　（使用順位10位までのカバー率87・2
％，総使用頻度47878回）
　結果は命令機能が一対一に対応する＄ののカバー率49．　3％，2回操作で対
応可能な命令14，0％，計63．3％である。内容探索については，オフィス・uz
ンピ＝　・…タの内部処理速度の聞耳から，現在は機能として保持していないが
これによって23．9％カバー率が低下している。しかし，大量データの場合，
プリントされたデータ用紙ま二に校正情報があり，これらの情報を中心に修正
作業が進められるため，実質的な作業効率の低下は避けられるものと思われ
る。これらのテキスト処理命令に関する利用傾向のより確実な情報はエディ
タ・プログラムの実行ごとに使用統計がとられるため，使用実態を把握した
上でさらに機能評価を行う予定である。
　（注）斎藤秀紀「分散処理端末における簡易型エディタについて」　（『電予計算機
　　　　による国語研究）α』所収）に発註する予定。
2。　日本語データの自動修訂正処理システムの開発
　臼本語データをコンピュータ処理する場合，対象となる漢字数，表記体系
の多様さ，わかち書きの問題などが，精度の高い入力データを作成する際に
問題となる。特に，校正・修正などは旨視による検査方式で作業が進められ
ることが多い。このことは明らかにロソt“エーPt利用の効率化を阻む原圏と
なっている。
　以上の点から，修正処理の効率化とデータ精度の維持に関する方法論の開
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発は重要な問題となっているが，ここでは1ヨ本語文の自鋤修正処理システム
の開発を翼的として，構文解析癒用の妥当性，コンピュータ処理用解析規劉
の作成，プpaグラム開発とシミェレーションに関する基礎作業の概要を説明
する。
　なお講文解析用規則の作成に関しては，各語彙項目に付ける贔詞情報とし
て，以下の4贔詞をたてた。
　V　：動詞，形容詞，助動詞の一部
　adV：状態，程度，時，場所，評価，注釈，限定などを表す副詞
　N　：（連体詞＋）名詞，代名詞
　P　：格助詞，係助詞，Vの活用形（十助動詞十接続助詞），接続詞
　また，Vについてはアスペクト（状態，過程，動作）による分類を行った
　その他，従属旬の要素及び要素間の結合に関する情報の利糟と，文の基本
パターンによる解析方法の妥当性を検討した。文の基本文型パタhaソについ
ては高等学校教科書の用語調査データ（政治経済，物ge　1　1／20サンプリン
グ。データ）から出題頻度の高い動詞50例を抽繊操作し，これらの情報の利
糟が入力データに対する検査に有効であることを示した（i斎藤秀紀・露岡昭夫
「言語データの自動修訂正処理への試み」計量園語学会第24縢大会　1980）。
なお，構文解析規則の作成については筑波大学文芸言語系博：士課程青山文啓
氏の協力を得た。
　参考文献
　〔1〕荻野網田，漢字エディタの作成と応用『情報処理学会日本語情報処理シンポ
　　　　　　　　ジウム』エ978　P90～P96
　〔2〕　南不二男，『現代日本語の構造』　（大修館　1974）Pエ28～P129
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日本語教育研修の実施
A　目
?
　繍本語教育センターでは，日本語教育振興の社会的要講に応えるために乳
専門家としての同本語教貫の育哉とその資質能力の向上とを目的として，教
育研修の機会と場を提供している。本年度も，これまで実施してきた臼本語
教育長期専門研修，日本語教育特別集中研修，來京・大阪両地での夏季研修
および豊本語教育公開滋養を実施した。このうち，特別集中研修は，緊急に
臼本語教育の実務に従事しなければならなくなった者に．対し，約1か月の短
期間に最小限の実務能力を授けることを営的とする。これらの研修に共通に
みられる特色は，研究所の調査・研究の成果を十分に取り入れた研修内容に
ある。こうした研修によって育成された「研究する教員」は，将来の日本語
教育の質的向上に重要な役割を果たすものと思われる。
B　担　当　者
日本語教育センター日本語教育研修室
　センター長　野元菊雄　　室長　川瀬生郎　　研究員
雄　　濫立補助員　高野美智子　　事務官　磁島正幸
恭子（55．5、1か日）
1　日本語教育長期奪門研修
C　本年度の経過
田中　望　石井久
事務補佐員　神
　昭和55年度口本語教育長：期奪門研修；は，昭和55年4月15日より56年2月27
日までの約10か月にわたって行った。
1．募集＝方法および忘募老の資格
　本年度は，54年12月13議に募集を開始し，案内書を各大学，環本語教育機
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関，H本語教育閣係団体，各県教育委員会など約700機関に配布した。
　55年度の応募者の資格は，従来どおり，罠本謡激育の経験を有する者につ
いては四年鋼大学卒業以上の学歴を持つこと，日本語教育の経験を有しない
者については大学院在学以上の学歴を持つことを要求した。また，いずれの
場合も大学（指導教官）ま7は臼本語教育機関・臼本語教育関係団体などから
の推薦を求めた◎
2．研修年問資程
　研修日程は次のとおりであった◎
54年12天韮13E｛
55年1湾3王El
　　3鴛3臼
　　3月1蝦
　　4月1姻
　　4月15撰
　　7層11購
募集開始，案内書発送
募集締切り
鋳＃J一一次選考　　（筆記）
第二次選考（面接）
レジストレーション
開講式，ガイダンス
第一学期終了
　　　7月12慰より夏黍休業
　　　9月15日　第二学期開始
　　　12月20目　　第二学期終了
　　　エ2月21目より冬季休業
　56年1月12霞　　　　第三三学期捗封始
　　　2月27爾　　修了式
3，liJ｝舜多内容
　講座名
醗講特別講演1
購　　上　　∬
踊講特別講義1
瞬　　上　　豆
こまi数および講師
　　　1　林　　　大
　　　1　野元　菊雄
（鐸本語教師論）
　　　2　州瀬　生郎
（撰本語教師の英；語力に，ついて）
　　　1　上i野繊鶴子
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所属
綱語研
函語研
國語研
醐語研
同　　上　　皿
同　　上　　王v
雷語学概論
言語学研究
対照音声学
日本語音声研究1
　　〃　　　　　豆
日本語文th　1
　　〃　　工　演習
　　〃　　　豆
日本語語彙論1
　　〃　　　　豆
H本語語彙研究
臼本語意味論
表認法厨究
言語の対照研究王
　　〃　　　　　豆
二二心理学
話語体系研究
言語変化研究
出語教育研究
鋼本語教授法I
　　l1　il
　　！1　ur
　　／1　N
（㌶本語の文体表翼について）
　　1　中村　　関
（臼本語の表記■．薩州：に二ついて）
????????????????斎賀　秀夫野元　菊雄
上野賑鶴子
城生伯太郎
大坪　一央
水谷　　修
鈴木　重幸
松本　泰丈
工藤真由美
善村　秀夫
言語計：量研究部
林　　四郎
倉持　保男
阪田　雪子
林　　　大
武部　良明
高山　　誠
アジ・スマルナ
正保　　勇
芳賀　　純
論語体系研究部
言語変化研究部
欝語教育研究部
浅野　鶴子
斎藤　修一
小出　詞子
木村　宗男
　　　　一loe一
　　　　　　国語研
　　　　　　国語研
　　　　　　函語贋
　　　　　　國語研
　　　東京学芸大盤
　　　　名古屋大学
　　　　名古屋大学
　　　横浜國立大学
　　　　　千葉大学
　　　千葉大学（非）
　　　　　筑波大学
　　　　　　国語研
　　　　　筑波大学
　　　慶慈義塾大学
　　東京外国語大学
　　　　　　国語研
　　　　早稲田大学
　　　　　　国語研
パジャジャラン大学
　　　　　　国語研：
　　　　　筑波大学
　　　　　　国語研
　　　　　　国語研
　　　　　　国語研
　　東京B本語学校
　　　慶応義塾大学
　　国際基督教大学
　　　　早稲田大学
鶏本語教育教材研究
H本語文型研究
日本語蓑現研究
臼ホ語分析研究
変体がな演習
論文分析研究
特f71」講義（社会言語学）
???????????
　　　　　　　　10　日向　茂男
　　　　　　　　9　用瀬　生郎
　　　　　　　　9　田中　　望
　　　　　　　　11石井　久雄
　　　　　　　　8　熱弁　久雄
　　　　　　　　6　田中　　望
　　　　　　　　　　石井　久雄
　　　　　　　　2　柴田　　武
上（情報検索）　4上口ヨ修一一
上（英語と日本語）
　　　　　　　　2　安男・　稔
上（アメリカのM：本語敷育）
　　　　　　　　2　鉱H．ジョーデン
上（オーストラリアの日本語教育）
　　　　　　　　2　A。アルフ＊ンソ
上（外国入とH本語の：文字）
　　　　　　　　2　玉村　文郎
上（作文教育）　2　堀環　和吉
上　　（日本語表鳥偏）
　　　　　　　　2　宮地　　裕
上（日本語方言論）
　　　　　　　　2　徳翔　宗賢
上（臼本語教育と1文Ptcrft）
　　　　　　　　2　吉懇弥寿夫
上（アクセントに関する臼英語の比較）
　　　　　　　　2　杉藤美代子
上1（海外移住春の田本語）
　　　　　　　　2　比嘉　正範
上（生成文法と碍本語教育）
　　　　　　　　2　井上　和子
　　　　　　　　　　　　　　一　101　一
　　　　　　　国語研
　　　　　　　国語研
　　　　　　　国語研
　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　国語研
　　　　　　　埼玉大学
　　　　　　　筑波大学
　　　　　　　筑波大学
　　　　　コーネル大学
オーストラリア国立大学
　　　　　　輝志社大学
　　　　　　　天理大学
　　　　　　大阪大学
　　　　　　　大阪大学
　　　　大阪夕個語大学
　　　大阪樟蔭女子大学
　　　　　　筑波大学
　　　　国際基督教火学
???
??
?
?
?
?
上（談話行動の心理学的醗究）
　　　　　　　　2　入谷　敏男
上（需語と論理）2　草薙　　裕
上（海外における日本語教育）
　　　　　　　　2　椎名　和男
上（言語心理学）2　天野　　清
上（話しことば論）
　　　　　　　　2　大石初太郎
上（研本語の音節）
　　　　　　　　2　金田～春彦
上（生成N本文法論）
　　　　　　　　2　奥津敬一郎
上（一般書語学）2　川本　茂雄
上（文章構成法）2林臣樹
上（朝鮮語を母語とする学習者に対する臼本語教育）
　　　　　　　　2　梅田　博之
上（言語と社会）　2　鈴木　孝夫
教育実習（準備期間を含む）
　　　　　　　　　　78
修了レポーF指導　　　32
　なお，上記の設置講座のほかに，
東海大学
筑波大学
国際交流基金
　国立教育研
文教大学
上智大学
東京都立大学
　早稲田大学
青出学院大学
東京外国語大学
　慶応義塾大学
H本諾教育研修室
日本語教育研修室
　　　　　　　　　　　　　　　　研修生の共同研究としてビデオによる教
材作成実習が主に鷺本語教育教材開発室の協力を得て行われた。
4．研修生
　照和55年度の募集は昭和55年1月3蝦に締め切り，有資格の応募者は38名
であった。次の選考により，18名の受入れを決定したQ
　　第一次選考　昭和55年3月3日実施，10躍発表。
　　　　　　　　日本語の理解・表現に関する，および英語の理解に関する
　　　　　　　　筆記試験を課した。試験蒔聞3時聞45分。受験者33名，合
一　le2　一
　　　　　　　　格灘9名。
　　第二次選考　昭和55年3月1蝦実施，12日発表。
　　　　　　　　面接。発音・聴解を含む。受験者19名，合格者18名。
この18名のうちレジストレーション前に1名，レジストレーショソ後，開講
前に1名の辞退春があったため，16名が研修生として受講した。この16名は
研修中途に脱会することなく，全野修了に至った。本年度は聴講生1名を受
け入れた。
　鯵了者玩名　　性心　年齢　学歴等　　　　　　　　　　　　　大学（院）での専攻
　　　　　　　修了レ・fC　一一ト題矯
　五十嵐きみ子　女　　23　㎎治大学文学部卒業　　　　　　　　　　　臼本：文学
　　　　　　　　自動詞・他動詞の紺立と動詞の態との騨係の分析
稲垣　宏明
小州　京子
折原　陽子
片上』雅子
佐藤　　豊
長沢　房枝
一Ut　ra光一
長谷州勝美囁
嚴吉　顕子
勢　　26　京都産業大学大学院外園語学研究課程修了　　言語学
談話における指定の助動詞「だ・です」の意味・用法について
女　　23　東京女子大学文理学部卒業
時詞について一その副詞的用法から一
女　　27　　慶応義塾大学文学部卒業
会話における呼びかけ語の位置分析
女　　32　立教大学大学院文学研究科在学
一本語の名四句消…叢について一田独対照一
男　　26
『天草版平家物語』に現れるクダサルルの用法
女30上智大学国際部卒業
圏語学
麟文学
ドイツ文学
鐵際基督教大学大学院比較文化研究科修了日本思想史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝会学
臼英語バイリンガルのアイデンテaティと態度一薯例研究
男　　24　　関西学院大学経済学部卒業　　　　　　　　　経済学
非眼前指示コ・ソ・アの堀法と機能
女　25　濾泉女子大学文学部卒業　スペイン語スペイン文学
可能表現rられる」から「れる」への移行とその意識調査
女　27　霊山大学外国語学部卒業　　　　　　スペイン語
鷺常会話における話題の展開について
一　le3　一
藤田　昌志
山崎　靖子
lk本　忠行
晦本　秀朗
山本真紀代
山本ゆみ子
男　　26　　大阪外国語大学外圏語学部卒業　　　　　　　中隠語
「ている」の中国語への移行について
女　　26　早稲環大学第一文学部卒業　　　　　　　　　菰会男
女挫の門葉に関する一一・ig三一璃本語教科書をめぐって一
男　　25　創鱗大学大学院文学研究科在学　　　　アメリカ文学
rのでjと「から」について
男　　　　29　　　　中央＝た学大学院法学班究署…芽在学　　　　　　　　　　　　　政治学
いわゆる推髭の助動詞についての一考察
女29York大学雷語学部研究科修了　　雪語学
「ウチ‘”」と「マエニjを含む副詞句に関する一考察
女25中央大学文学郵哲学科卒業　　　教育学
タイ語，ベトナム語における親族名称による自称詞，対称詞
　聴講生
江翠香女27明治大学大学院法学駅究科在学
　　（台湾）　　日本語の学習体験
亘　日本語教育精別輿中研修
1。臼程および会場
　　属程　昭和56年2月16日（月）～3月14β（土）
　　　　　　　　　　午前9時30分～午後4時15分
　　会揚　国立国語研究所
2。講義題浅および講師
　　　　講義題呂　　　　開聞　　講師
　　日本語藪育概観　　　1．5　野元　菊雄
　　臼本語教育教授法　　　3　川瀬　生郎
　　日本語教育と英語教育　3　大坪　一央
　　海外における日本語教育
　　　　　　　　　　　　　3　附田　隆行
　　年少者に対する溺本語教育の諸問題
　　　　　　　　　　　　　3　上野N鶴子
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民事法学
　　　　　2媚間
1E｛4こま6時問
　　　研属
　　国語研
　　国語研
名古屋大学
亜細亜大学
国語研
オーストラリア日本語教育情報
　　　　　　　　　　3」：野i王i篠｝予
ユユージーーランドの高校レベルにおける碍本語教育
　　　　　　　　　　3　阪田　雪子
英米人に対する日本語教育王
　　　　　　　　　　　　3　高木きよ子
　英米入に対するβ本語教育H：
　　　　　　　　　　　　3　高見沢　盈
　　風鐸語藪育教材論　　　9　田申　　墾
　　日本語文法研究　　　　15石井　久雄
　　N本語文型研究　　　　9　摺瀬　生郎
　　日本語：文章研究　　　　12　田中　　望
　雷語の：対照研究　　　　12　高田　　誠
　　日英語対照による日本語教育の聞題点
　　　　　　　　　　　　6　上野田鶴子
　視聴覚教材研究　　　　12　日向　茂男
　音声教育の基礎　　　　6　水谷　　修
　文法教育の基礎　　　　6　専村　秀央
　語彙・表記教育の基礎　6　出村　文郎
　　H本語教育資料収集　　3
　まとめ　　　　　　1．　5　田中　　墾
　補講　　　　　　　　　3
3．受講者
　　　　　　　　　　　照認研
　　　　　　　東京夕属語大学
米加11大学連合日本研究センター
　　　米濁国務省闘本藷研修所
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　国語研
　　　　　　　　　　　濁語研
　　　　　　　　　名古屋大学
　　　　　　　　　　筑波大学
　　　　　　　　　岡志役大学
　　　　　　H本語教育研修室
　　　　　　　　　　　懸語研
　　　　　　日本語教育研修察
　中等教育教員派遺事業および日本・＝ユージーランド文化交流促進計画等
に基づき，：文部省学術国際局長の依頼による5名を受講春とした。5名の派
遣先，幾名および所属は次のとおりである。
　　オーストラリア　　2名　　弁上　　誠　　　　　　　　　　千葉漿中学校教諭
　　　　　　　　　　　　　　梅田　　修　　　　　　　　　　　兵庫県高校教諭
　　ニュージーランド　2名　　大宮　鉦幸　　　　　　　　　　群馬漿中学校教論
　　　　　　　　　　　　　　　　一　105　一
　　　　　　　　　　　　　　藤原　周三　　　　　　　　　　　兵摩県高校教諭
　　メキシ＝　　　1名　高嶋和男　　　　　　東京都小学狡教諭
盃　日本語教育夏季研修
1．田程および会場
東京会場
　　日程　昭和55年7月21日（月）～7月25臼（金）　　　　5濤闇
　　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分　1臼4こま6時聞
　　会場　国立国語研究所
大阪会場
　　日程　昭和55年7月3e日（水）～8月3H（濤）　　　　5日間
　　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分　1日4こま6時間
　　会場　なにわ会館（大阪市天王寺区石ケ辻町38番地）
2．講義題目および講師
現職春研修　講義題目
　　田本語教育槻i観
　　語学における裏翼・理解
　　音声の研究
　　音声の教育
　　蓑詑の研究。教育
　　語彙の研究・数育
　　文海の研究
　　文法の藪育
　　日本語教育の周辺
　　総括討i論
初級研鯵　　講義題圏
　　欝本藷教育概観
　　教材・評緬
　　語彙の研究。教育
　　旧記の研究・教育
僻間）
（90分）
（180分）
（180分）
（180分）
（180分）
（180分）
（180分）
（180分）
（180分野
（90分）
（曝闇）
便90分）
（180分）
（180分）
（180分頃
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東京会揚講師
木村　宗男
武部　良賜
杉藤美代子
村綺　恭子
佐竹　秀雄
林　　四郎
州瀬　生郎
水谷　儒子
伊藤　芳照
野元　菊雄
東京会揚講師
木村　宗男
斎藤　修一
浅野百合子
加藤　彰彦
大阪会場講師
野元　菊獺
水谷　　修
徳川　察賢
小廉　　保
温田　富祓
N中　章夫
宮地　　裕
寺村　秀夫
吉圏弥毒夫
旧地　　裕
大阪会場講師
野元　菊蝦
倉谷　蔵臣：
玉村　：文郎
樺島　忠失
音声の研究。藪育1
音声の研究。教育∬
　文法の研究。教育
　　作文三三
　視聴覚教育
　今後の課題
　回復欝
3．参加者
定員は，
（180分）
（180分）
（180分）
（180分）
伽0分）
（憲ge分）
（90分）
　大坪　一夫
杉原　正勝
川瀬　生郎
大坪　一夫
｛?
高田　　誠
姫野　昌子
　日向　茂男
上野賦鶴子
田中　　墾
大坪　一夫｛辮
大坪　一夫｛瓢
翔瀬　生郎
堀m　和吉
乙政　　潤
玉村　文郎
川瀬　生郎
　　　　　現職着研修が東京・大阪各会場40名，初級研修が東京会場エ00名
大阪会場80名である。応募の資絡は次のとおり。
　　㈲㈲いずれかの条件を満たし，日本語教育機関，鷺本語教育関係顯体，
　　または，大学等からの推薦があるもの。
　　現職巻研修一
　　　（a）日本語教育の研究または実務に現に従事していて，またはかって
　　従事したことがあって，蒋に本研修の主題を追究しようとするもの。
　　　（b）本研修の初級研修を既に修了していて，現職者研修で一層奪門的
　　な知識の充実を圏ろうとするもの。
　　初級研修一
　　　（a）臼本語教育の研究または実務に現に従事していて，特に基礎知識
　　の充実を図ろうとするもの。
　　　㈲　大学4年在学以上またはそれに準ずる学歴を蒋し，露本語教育の
　　研究または実務について関心カミあるもの。
応募者は，現職者研修では条件を㈲満たした轡がほとんど，初級研修では
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条件（b）を満たした者が多い。現職麿研修が経験者研修，初級考研修が未経験
者講座，といった色彩は，ここ数年続いている。
　本年度の応募は昭職55年5月16M（金）に締め切った。応募状況および参加
状況は以下のとおりである◎初級研修東京会場への応募老7名を現職春研修
同会場へ，初級研修大阪会場への応募者1名を現職麿研修同会場へ，それぞ
れ繰り入れ，この8名を除く全応募考について希望どおりの参加を認めた。
　　　　　　　　　　　　癒　募　参加許可　全B程参加　参加証囲書交付
　　現職春研修東京会場
　　　　　　　大阪会場
　　初級研修　東京会場
　　　　　　　大阪会場
4。運営委員会
32名
39
136
82
39名
40
129
82
32名
26
1i4
68
34名
30
H4
67
　集中的な研修を円滑に運営するため，東京・大阪各会場にそれぞれ圏立国
語研究所外の運営委員4名を委嘱した。各会場の運営委員会は，運営委員4
名と圏立国語研究所賑本語教育センター研究員4名とによって構成した。
東京会揚運鴬委員
伊藤　芳照　葉京外国語大
木村宗男　早稲賑大
斎藤　修一　慶応義塾火
望月　孝逸　大東文化火
大阪会揚運営委員　　　　H本語教育センター
玉村　文郎　購志社大　　　　　　野元　菊雄
堀m　和吉　天理大　　　　　　州瀬　生郎
密地　裕大阪大　　　田申　望
吉紹弥寿夫　大阪外国諮大　　　　石井　久雄
　社団法人日本語教育学会および大阪外国語大学からは，研修の運営および
実施に当たって，諸般の協力を得た。
w’…ヨ本語教育公醐講座
　本年度は，国立国語研究所研究発表会との合同で，1回行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　（魍立国語研究所研究発裏会127ページ参照）
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日本語教育に関する情報資料め収集・提供
A　浸
?
　外国語としてのfi本語教育を將効に行うために，これまでの国内・国外に
おける臼本語研究，臼本語激育の実態，および段本語教育に関する教科書・
副教材・視聴覚教材などの情報資料を収集整理L，今後の研究および教育の
参考資料として提供しうるように備えることを呂的とする。
　　　　　　　　　　　　B　担　当　者
H本語教育センターn
第二研究室　室長　上野田鶴子
　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業
　外国語としての醸本語教育に麗する教科書，副教材，辞書および対照研究
に用いられるべき言語研究・外国語教育に関する文献を収集し，整理した。
　一方，資本語教育に必要な文献リストを作成するために，三三10年聞に学
術雑誌等に掲載の論文および関連資料につきカード化を進め，その一部を内
部資料『碍本語教育学会・機関誌掲載論文等文献一覧露（1980）に蓬とめた。
　また，以下の関連分野の専門家より，国外における外罰語教育および言語
研究の実態に関する情報を得た。
　G6tz　Wienold（西ドイツ　コンスタンツ火学教授）
　Florian　Coulmas（西ドイツデュッセルドルフ大学助教授）
D　今後の予定
文献の収集整理を継続し，訪鷺中の田本語教育および関連分野の専門家よ
り国外の日本語教育および日本語研究の実態に関する情報を収集し整理する。
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日本語教育教材および教授資料の作成
　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的
　購本語教育における有効適切な教材の開発を穰ざして，モデル教材を作成
し，また指導上の参考に供するために藏本語教育の基礎的知識に関する教授
資料を刊行する。
　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者
鶏本語教育センター日本語教育教材嗣発蜜
　センター長野元菊雄　室長凝鮒祈　研究員正忌茂男（55，10ほ
主任研究官に昇任）　文部技官　清照　潤
　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業
1．広本語教育教材および教授資料の作成
　『臼本語の文法（下）』（臼本語教育指導参考書5），および『日本語の指示詞』
（同指導参考書8）を刊行した。前者は，毒樗秀夫氏（筑波大学教授）に前年度
委嘱し，執筆済みであったものの刊行である。後者は，センター研究轟照中
望，正保勇が執筆したものの刊行である。
2．H本語教育映画の棚作
　濤本語教育映画として計画されている基礎編30巻のうち，前年変までに完
成した19巻に続いて本年度3巻を制窪した。その題名および規格等は，次み
とおりである。
イ．題名および内容
○第二十課「てんきが　いいから　さんぽを　しましよう」一一原因・理由の
　幾翼一
　原因・理由を表す「～から」　「～ので」の用法を取り上げ，　「～てから」
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「～らしい」　「ようだ」の絹法セこも触れている。映画の舞i台は，お茶の水の
大学，神田の古本屋街，桜の咲く千鳥が淵にとっている。臼本語教育映画と
しては初めて，桜の花を紹介した。
○第二十一一課「さぐらが　きれいだ　そうです」一一回忌・様態の表規一
　伝聞「（～する）そうだ」・様態「（～し）そうだ」の表現を主要学習璽
目とし，　「らしい」　「ようだ」等の推量の用法にも及んでいる。場面は前半
に斬宿駅の雑踏が，後半に春の新宿御苑が描かれているo
O第二十五課（仮）　「あめに　ふられて　こまりました」一受身の衷現　2
　「受身の表現　1」（51年度制作）の後を受けて，　「子供に泣かれる」等の
「迷惑の受身」へと学習の発展をはかっている。家庭の応接室（日本間）に
舞台をとり，新婚夫婦と実家の母がアルバムを囲んでの回想から話は発展す
る。
t，規格等
　16ミリ，カラー，トーキー，1巻5分もの3巻
　企画　国立国語研究衝：
　制作　日本シネセル株式会心
　この日本語教育映画の企画・制作にあたっては，凝議語教育映爾等企画協、
議会を設け，学習項目や主題の検討，シナリオ概要書の検討等の協力を仰い
でいる。また制作薗では，特に言語上の間題について指導・助言を受けてい
る。本年度の委員は次の諸玩である。
（所外委員）
　石購　団子
　木村　宗男
　窪田　窟男
　斎藤　修一
　佐久間勝彦
（所内委員）
（国際基督教大学専任助手）
（早稲田大学語学敦育研究所教授）
（東京外国語大学教授）
（慶応義塾大学国際センター助教授）
（国際交流基金濤本研究部職員）
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　　川瀬　生郎　　（日本語教育センター臼本語教育研修室長）
　　工藤　　浩　　（雷語体系研究榔第一一一A研究室研究員）
　　杉戸　清樹　　（雷語行動研究部第二研究塗研究員）
　上記3巻完成後は，次年度作成予定3巻についての検討を行った。
3．H本語教育映函解説書の刊行
　昭；和53年度に作成した欝本語教育映爾3巻について，爾本語教育映画解説
書基礎編第十二課，第十三課，第十四課の3編を作成刊行した。
　各編は，ともにrこの映画の目的・内容・構成」「学習項難の整理と練習
問題」「使用語彙一覧」「シナリオ全文」等から構成されている。
　第十二課「そうじは　してありますか」一してある，しておく，．してしま
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　第十三課「おみまいに　いきませんか」一依頼・勧誘の蓑三一
　第十四課「なみのおとが　きこえてきます」一「いく」「くる」一
　各巻については，第十二課を回向茂男，第十三課を川瀬生郎，第十四課を
高田誠が執筆した。また，各巻の資料1．および資料2．は，霞向茂男が担当し
た。
4．母語別学習辞典執筆i・校閲準備作業
　イ．母語別学習辞典編集委員会の開催
　　会議を5縁開催，主に見濾し語項羅の肖1除や追加，また和文原稿を執筆
　する際の問題点等について討議した。この委員会には，所外委員10名，房
　内委員8名を委嘱した。
（所外委員）
梅田　博之
加藤　彰彦
窪田　寓男
斎藤　修一
佐々木重次
椎名　和男
（東京外国語大学A・A研究瓶激授）
（災践女子短期大学教授）
（東京外国語大学特設日本語学科藪授）
（慶応義塾大学国際センター助教授）
（東京外点語大学外国語学部藪授）
（国際交流基金N本研究部長）
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　柴ff紀男
　玉村　文郎
　土田　　滋
　西屡　寅弥
（所内i委員）
　野元　菊雄
　武田　　祈
　臼陶　茂男
　高賑　　誠
　上野田鶴子
　正保　　勢
　JII瀬　生郎
　村木薪次郎
（天理大学外国語学部助教授）
（同志社大学文学都教授）
（東京大学文学部助教授）
（群馬大学教育学部教授）
ロ。母語別学習辞典見出し語fi　Hの検討，
見出し語項霞12，000語の選定，
度執筆済みの2，000語原稿に検討を加え，執筆上の問題点をとらえ，執筆
上の指針となる「執筆のための手引き」を作成した。この作業にあたって，
以下の客員研究員を委嘱した。
　倉持　保男　　（慶応義塾大学国際センター助教授）
　冨田　隆行　　（亜細亜大学激養部専任講師）
　御園生保子　　（東京大学大学院生）
ハ．7，00◎語項目の和文原稿の執筆
　前年度の2，000語項藻の和文原稿の執筆依頼に引ぎ続き，次の各氏に和
文原稿の執筆を依頼し，7，000語項属の湘文原稿を作成した。
　　丁丁照男，神田靖子，三思香代子，小矢野哲央，島本　基，下坂智子
　　下田美都子，田中衛子，中道真木男，前田璽均，村照知子，森本順子
　　寓下正彦
　上記執筆者にセンター内編三三最を加え，母語鴉学習辞典執筆考委員会
を2回開催，第一固めは実際に執築を進めていく上での問題点の検討等，
（日本語教育センター長：）
（霞本語教育センタ…　H本語教育教材開発室長）
（日本語激育センター日本語教育教材開発室主任研究官）
（臼本語教育センター第一研究窒長）
（臼本諮教育・センター第二二研究室長）
（H本語教育センター第三研究室研究員）
（臼ホ語激育センターH本語教育研修室長）
（言語体系研究部第二研究室研究員）
　　　　　　　　　　　　　「執筆のための手引き」作成等
　　　　　　　　および聞題点の検討を行うとともに，前年
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第二回めは実際に執筆を進めてみての問題点の検討等を行った。
D　今後の予定
　モデル教材開発について実験研究を行う。なお，78ページ，「目本語教育教
材開発のための調査研究」参照。
　次年度は，引き続き『臼本語教育指導参考書』を刊行する予定である。ま
た『日本語教育沿革年表∬』を三三する。
　駿画については，引き続き，基礎編の5分もの3巻を作成する。映画解説
書も引き続き，3課，あるいは4課分の執筆を行い，刊行する。
　母語別学習辞典に関しては，母語別学習辞典編集委員会を引き続き開催す
る他，和文原稿の執筆・校閲，インドネシア語，タイ誘の翻訳見本原稿の作
成を行う。
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国語辞典編集に関する準備調査
　昭和52年度sRe．国語辞典編集準備委員会を設け，燭語辞典の編集について
辞典の種類・規模・その他編集実行上の可能性・手順・三綱などの検討を始
め，54年度からは，羅語辞典編集準備室を開設し，辞典編集の具体的計画を
定めるための準備実験的試行を開始した。本年度の組織および作業は次の通
りである。
王　鼠驕辞典編集準構室の組織
　昭和55年度の人的構成は次の通りである。
　　主幹　　斎賀秀夫
　　副主幹　飛湿良文
調査員　　見坊豪＄己　（55．　4．　1～）
　　　　清水康行　 （55．　4．　1～）
　　　　湯浅茂雄　（55．　4．覆1～）
　　　　村山昌俊　（55．　4．　1～）
　　　　木村睦子（55．11。1～）
豆　国語辞典編下準備窒の作業
元国立濁語研究所第三研究部長
東京大学大学院生
上智大学大学院生
鼠学院大学大学院生
計量計画研究所言語情報研究室主鉦
研究員
①用例採集のための主要文学伽罪漏録の作成
　用例採集を行う文学作贔の重要度を知るため，前年度に作成した「主要
　文学全集収録門門目録」　（発表年順・作表励）をもとに，作品名五十音順
索引を作成した・この作業es，飛田良：文，湯浅茂雄清水康行が担当し
　た。
②用例採集のための主要雑誌霞録の作成
　用例採集を行うべき雑誌を選定する資料として，前年度，『国立国会図
　審館所蔵漁雑誌擦録（昭和5G年末現在）』に収録されている28，282点の中
　から抽餓した20年以上継続して刊行されている雑誌1，863点のカードを
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　整理し，目録を作成した。この作業は，飛闘良文，論叢昌俊が担当した。
③用例採集のためのべス5セラー昌録の作成
　用例採集を行うためのベストセラーgの重要度を知るため，下認の文獣か
　らベストセラーの抽出を行った。
　A．明治・大正・昭和を通して参考となる資料
　　1．近代濤本文高大窮典第婆巻（ベストセラーの項）講談益
2．臼本繊版文化史
　3．本の百年史一ベストセラー一の今昔一
4．臼本出版界のあゆみ
B。昭和20年以降の参考となる資料
5．出版年鑑　昭和24年版～5婆年三
6。朝日年鑑　大正13年版～54年版
7．読売年鑑　昭和25年版～54年版
　8．　毎日年鑑　　大11三9年版～54年版
9．ベストセラー物語（上・下）
10．ほんの三
春二二
出版ニュース社
誠文堂新光縫
出版論ユース社
車脂碧欄祉
読売薪聞栓
毎闘旧聞三
朝目新聞桂
広済堂毘版社
　11。ベストセラー戦後再本史（『現代研本の精神溝造』回収）
　この作業は，飛随良文，村霞畠俊が握当した。
④用例辞典の編集作業上の聞題について
　　用例聾典の編集にあたり，編集作業の過程で，どのような事購が三三
　となるか，また進め方において注意すべぎことは何かを検討し，見坊豪
　紀調査員が「用例辞典編集作業のために」を執筆した。
⑤用例索引作成における電算機利用について
　　用例採集の一つの手段として，電算機を利用して旧例素引を侮回する
　ことが考えられる。その計爾立案のため，本年慶は，調奄麟として，木
　村睦子（計貴計画研究所霊任研究員）を依嘱した。
⑥用例採集法の実験
　　手作業による採集法（総索引方式）の問題点と季順を考えるため，『尋
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　常小学読本』　（明治36～37）にっし・て実験を行っ沁。延べ語数約3万4
　千（推定）について以下の作業を行った。
　（1）作業原本の作成
　（2）複写カードの作成
　　a）ぬきぽり台紙の印励
　　b）複写原本の翻り付け
　　C）台紙への貼り込み
　　d）台紙の複製。裁断
　（3漏例採集の作業
　　a）単位切り
　　b）カード採集（約8割完了）
　　なお，未完了のカード採集，採集カードの点検，配列は次年度におい
　て行うt”定である。担当，見坊，飛騨，湯浅，拠出。
⑦用例採集単位についての実験
　　粥例採集単位については，形態素にもとつく短い単位と，文節にもと
　つく長い単位とが考えられる。本年は，長い単位の問題点について⑤の
　『尋常小学読本』を対象に検討した。検討した語彙についてはカーrに
　記録し，　「ゆれの生ずる単位語一一覧」としてまとめたいと考えている。
　担妾，見坊・飛田・湯浅・村山。
⑧諸外国における大辞典の比較
　　英・独・仏・露の四か国の大辞典は，どのような罵的で，どのような
　組織で，どれだけ期間をかけて完成したか，あるいは，編纂申であるか
　について，前年度の「国語辞典編集に関する外回資料翻訳打合せ会」で
　検討した象皮をもとに，　「諸外国における大辞典比較対照表」を作成し
　た。また，NEDの用例採集カード見本と，用例採集上の諸注意を，　K．
M。ELISABETH　MURRAYのCaught　in　the　Web　of　Words－
Ja　mes　A．　H．　Murray　and　the　Oxford　English　D1ctlonary－Yaie
　U藍vers玉ty　Press，　New　Haven　and　Londo鞠1977　から翻訳した。こ
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　　の作業は，見坊，飛田，湯浅が担当した。
⑨現代語用例辞典の構想
　　国語辞典編集準備調査会の全体溝想として，「現代語用働辞典の溝想」
　　の草案を執筆した。
⑩国語辞典編集準備資料の印綱
　　①～⑩の作業のうち，成果のまとまったものを，国語辞典編集準備資
　　料としてタイプ印賊した。
　　　国語辞典編集準備資料1　諸外国における大辞典（昭和5眸9月18日）
　　　　　　　　　　　　　2　用例採集のための主要文学作品R録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和55年12月25欝）
　　　　　　　　　　　　5－1用例辞典編集作業のために（“）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紹和56年3月27日）
澱　国語辞典編藥準備調査会．
　本年度の国語辞典編集準備調査会の委員は次の通りである。
　（所外委員）
　　　　　　飛朗良文，
　　　　土屋信一，
調査会は5圓開催し，
黒羽亮一
見坊豪紀
阪倉篤義
佐藤喜代治
田島宏
松井栄一
馬淵和美
由田俊雄
頼惟勤
（所内委員）
斎賀秀夫，
達夫，
日本経済新聞社論説委員
三国立言語研究所第三研究部長
京都大学教授
フ。、リス女学院大学教授
東京外国語大学教授
株式会社尚学図書言語硯究所員
筑波大学教授
成城大学教授
お茶の水女子大学教授
　　　　南不二男，飯豊毅一，野元菊雄，
　　野村雅昭，　（書記）田原圭子
　　　次の事頂について検：回した。
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高橋太郎，宮島
騒第1圃（6月2服）は，昭和54年度の国語辞典編集準備小委員会で検討した
事獲および諸外国におけるLd語大辞典の比較対照表について報告し，用例採
集資料としての文学作癩の選定結果，国語辞典編集の基本計繭案について検
討した。
　第2懸（11月7H）は，国語辞典編集準備資料1「諸外撰における大辞典」
を配布し，国語辞典の編集の準備，外国の辞典編集，　r用例採集のためのベ
ストセラー目録」の編集，について検：馨した◎
　第3回（12月22賑）は，国語用例大辞典（職本大語誌」仮称）の構想につい
て，また，稲例採集のための単位について，見坊委員提鵬の「用例辞典編集
のための単位」を中心に討議を行った。
　第4懸（昭和56年2月26的は，国語辞典編集準備資料2「欄例採集のため
の主要文学作型得録」を配布し，燭語用例大辞典（「日本大語誌」仮称）の講
想について，「現代語用例辞典の溝想」（草稿）の第1裡2章を中心に検討
したQ
　第5回（昭和56年3月26B）は，見坊委員が国語辞典編集準備資料5の「用
例辞典編集作業のために」を執筆中であることを報告し，「現代語用例辞典
の構想」（草稿）3章以下について検討したQ
rv　国語辞典編出準備小婁鱗会
　小委員会のメンバーは，羅宇辞典編集準備室員のほか，所長と松井栄一委
員からなる。小委員会は5回開いた。第1回（3月11鋤，第2図（エ0月22日），
第：3厩（12月15日），第4厘｝（昭和56年2月12H），　第5圏（B召和56年3月20貝）。
検討した事璽は，前述の∬，国語辞典編集準備室の作業に関するものである。
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　　　　　　　　　　　図書の収集と整理
　前年度にひきつづき，研究所の調査研究浩動に必要な研究文献および言語
資料を収集，整理し，利用に供した。
　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈考各位の御好
意に対して感謝する。
　昭和55年度に受け入れた図書および逐次判行物の数ならびに蔵書累計は，
次のとおりである。
　函欝
　　　受入　2586冊
　　　　　　　購入　寄贈　製本雑誌　その他　誹
　　　和　　磐　　　　1155　　　　　　360　　　　　　354　　　　　　108　　　　　1977
　　　蓉β　　書　　　　　458　　　　　　　59　　　　　　　92　　　　　　　　0　　　　　　609
　　　　g－1・　1613　419　4，46　le8　2586
　　　蔵謬撃数　　58，712羅　（56．　3．　31）
　遜次潤行物（学衛雑誌，紀要，隼報類）
　　　　　継続受入　　　800種
　　　　　　　　購　入　　　寄　贈　　　　計
　　　　　矛［韮　　　　　　　60　　　　　　　　661　　　　　　　721
　　　　　洋　　　　53　　　　26　　　　79
　　　　　言重　　　　　　113　　　　　　　　687　　　　　　　800
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　　　　　　　　　　　庶　務　報　告
　　　　　　　　　　　1　庁舎および経費
1庁　舎
所　在　東京都北区西が丘3丁灘9番14号
敷　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10se30m2
建　物
　第｝一号禽宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　　5，719m2
　　（管理部門・講堂・図書館・臼本語敦育センター）
第二騰　　　　　　　　　（廷）3・015m2
　　（研究部門）
　第三号館　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　238m2
　　（会議墜・その他）
　第一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　　　　213m2
　第二資料庫　　　　　　　　　　　　　（廷）　　106m2
　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　330m2
　　　　　言一ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　　9，621m2
2経　費
紹和55年度決算額
　　　　　　　ノk｛ti二三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　388，338，0001iヨ
　　　　　　　弩享業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217，057，0GO円
　　　　　　　　各所修繕費　　　　　　　　　　　　　　　　1，826，000内
　　　　　　　　ll評議員会（昭稿6年3月31畷在）
　　　　　　会長　有光　次郎　　　　副会長　佐伯　梅友
　　　　　　　　　　　　　　一　121　一
12
國立国語研究所
　　庶務部
　　　鷹務課
　　　　碧海　純一一　　　　　　　石井　庄司
　　　　市古　貞次　　　　　　　岩村　　忍
　　　　　江尻　　進　　　　　　　遠藤嘉基
　　　　小廻　芳男　　　　　　　　何　　初彦
　　　　黒野郷八郎　　　　　　　　坂井　利之
　　　　佐藤喜代治　　　　　　　沢賑　慶輔
　　　　　高橋　英夫　　　　　　　　N中千禾夫
　　　　　千葉雄次郎　　　　　　　　徳永　康元
　　　　　福島慎太郎　　　　　　　　頼　　惟勤
　　　　　　　　　　　皿　組織と職員
定論79名
組織および一三名（昭湘56年3月31目現在）
会計課
職　　名
所　　長
部　　長
課　　長
課長補佐
（併）
庶務係長
非常勤
図書館
入事係長
併　　任
会計課長
課長補佐
氏　　　名
林　　　大
鹿島　　巌
正法地幹雄
菊地　　貞
　　！f
岡本　まち
荒用佐代子
吉岡　佳美
大塚　通子
沢木喜美子
井上　政和
照島正幸
坂田　　満
広瀬二郎
　　　備　　　考
55．9．13～55．9．30まで外国出張（中印）｛
55．10．27～55．1エ。ユ8窪で臼ホ語藪育センタ
　一回外蟹出張のため事務取扱
55．9．13～55．9，30まで所長事務代理
（55．　4．　lt－56．　3．　30）
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言語体系研究部
　　第一研究室
第二研究室
書語行動研究部
　　第一研究蜜
第二研究室
（併）
総務係長
経理課長
用度係長
非常勤
??
！1
長
長
室　　長
??長
長
（取）室長）
壼　　長
広瀬　二朗
金瞬　とよ
土佑爾洋央
岩出　茂男
由本　光爽
加藤　雅子
木村権治
鈴木　　亨
浅香　忠雄
平柳恭子
弓野　節子
油井かず江
木下ちどり
南　不二男
高橋　太郎
工藤　　浩
鈴木美都代
宮島　達夫
村木三次郎
高木　　翠
渡辺　：友左
中村　　明
渡辺　：友左
杉揮　漕樹
塚田実知代
zaJII　溝
米腿　下墨
56．2．5死k（在職期間　29．4．1～56．2．5）
55．　4．　1一一56．　3．3e
55．　4．　1’v55．　8．31
55．　9．　1一一56．　3．30
55．12．　8”v56．　3．30
56．3．30～56．7．30まで外国雌張（中国）
55．6．10～55．8．　25まで外覇出張（米国ミ｛
　ドルペリー大学目本語学校）
56．3．31辞職（成膜大学経済学部教授）
56．　3．31’v
礒部よし子　伽姓堀江）
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第三研究室
言語変化研究部
第二研究室
欝語教育研究部
　　第一一研究室
雷語計鍛研究部
　　鯖一研究室
第二研究室
???????????????????????????????? ????
?????
???????????｛? ｛??????????? ??????????????????????
???????
研
?
????
??????
長
?
55．4．15～55．7．31（宇都宮大学教授）
55．ll．　1・Nt56．　3．31
文献調査室
文献調査室
文献調査室
（旧姓長田）
一工24　一
第三研究室
臼本藷教育
　　センター
　第一研究蜜
　第二研究蜜
　第…叢研究蜜
第匹i研究室
日本藷教育
研修蜜
　日本語教育
　激材麗発室
（麟謡辞典
編集調一ex員）
室　　長
主任研究宮
センター長
室　　長
主任研究官
鍵　　長
（取）室長
（併）　〃
（取）蜜長
主任研究三
指ミ　長
　　／1
併　　任
非常勤
窒　　長
主任研究官
非常勤
　　11
??????????????????
??
?
?
? ??
??????
菊
??
?
生
? ??
??????????????????????
?????
?
55．10。27～55．11。18まで外瞬出張（中國）
55，ユ0．　＝1　昇任
56．三．8～56，1．　25まで外睡幽張（オース
　　　　　　　　　トラリア）
55．4．エ碍本語教育センター第三三研究盛長
　　　　導嚇取扱免
55．　4．　1
55．1◎．1　（潮曇55年度，第四研究室長新規
　　　　　増員による）
56．4．1採用
55，　4．　1　名古羅大学総合震婁語センター撒醗芝
　　　　に転任
55。4．1東京外岡語大学外回語学都附属霞
　　　　木語学校教授から転任
55．　5．　lt一一56．　3．30
55，10．　1　昇任
55，　4．．　2・一56．　3．31
　tl　1！
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（日本語教育
センター客員
研究員）
葬常勤
　m
　／1
　11
　1！
　11
見鋳　豪紀
村出　昌竣
木村　睦子
倉持　保男
冨繊　隆行
御難生保子
55．　4．　1’v56．　3．31
　11　11
55．　12．　i’v56．　3．　31
55．　4．　1’v56．　3．31
　！！　1！
55．10．　2・v56．　3．31
3名懲職異
　　　　蔭毘　　　　実　（初代距斤長　　ll召24，王．31～35．1．22在任　　H召54．4．16死葦ミ）　購
　　　　岩淵悦太郎（2代所長昭35．1．22～51．1．16在任紹53。5，三9死去）鍵
　　　　大石初太郎（元第一研究部長　暇3．3．31退職）
　　　　輿水　　実（元第二研究部長　昭45．3，31退職）
　　　　芦沢　　節（元書語教育研究部長　昭53．4．エ退職）
W　昭和55年度の事業
1刊行欝
　　国立国語研究所年報一31一　　（昭和54年度）
　　国語年鑑　　（昭和55年版）　　　　　　　　　　　　　　　＜秀英出版Tlj＞
　　専門語の諸問題　　（報告68）　　　　　　　　　　　〈　　〃　　〉
　　幼児・児童の連想語奨i表　　（報告69）　　　　　　　　　〈策京書籍閥〉
　　大都市の雷語生活一分三編一　（報告70－1）　　　　　〈三省堂刊〉
　　大都霧の言語生溝一資料編一一　（報告70－2）　　　　　〈　　〃　〉
　　方言談話資料（5）一一岩手・富城。千葉。静岡一（資料集10－5）〈秀英出版鷺〉
　　陰本語文法（下）　一欝本語論懸垂導参考書5一
　　鷺本語の指示詞　一蓋本語教組鱒参考書8一
　　臼本語教育映画解説　　（基礎編エ2，13，14）
　　幼児のことば資料（1）　（言語教育研究部資料）
　　幼児のことぽ資料（2）　（　　　〃　　　）
2　鎖本語教育駿繭の隠構および普及
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　126　一
〈大蔵雀印溺局灘〉
〈　ii　〉
〈秀英出版刊〉
〈　！1　〉
　今年度鰯作した日本語教育映画（16ミリ，カラー，5分もの）の題名は下
翫のとおりである。
　　第20巻　てんきが　いいから　さんぽを　しましよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一原因。理由の表翼一
　　第2王巻　さくらが　きれいだそうです　　　　　　一伝聞・様態の表現一
　　第22巻　あめに　ふられて　こまりました　　　　一受身の表現2一
　これらは，北海道，宮城県，愛知県，京都府，大阪府，兵庫県，広鳥県，
福岡県各教育委員会および都立置旧谷図書館に寄贈した。なお，これらの映
画フィルムは市販され，また需要によってビデオ化して頒布することができ
るように，なっている。
　3　国立國語研究所研究艶塁壁及びE体語等等センター公邸講座
　昭和56年3月28蔭　（エヒ）午後2時～4時30分
あいさつ
早期語教育序説
大都市の雷語生活
専門語と醸常語
質疑応答
｛ヨ本語教育硬修会
林　　　大
川瀬　生郎
南　不二男
宮島　達夫
4　　　　　　　　　　（98ページ参照）
　　日本語教育長期専門研修（昭和55年4月15欝～昭和56年2月27資）
　　冒本語教育特鋼集中研修（昭禰56年2月16臼～3月14臼）
　現職春一般研修および初級研修を実施した。
　　即吟会場　昭和55年7月21欝～7月25臼
　　大阪会場　昭稲55年7月30臼～8肩3β
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V　外国人研究員および内地留学生の受入れ1
1　外国人研究興
　　K名・翻籍・職名
蘇　　徳畠
　（中華人民共和国）
　上海復且大学助教授
イゴーり・F・バルドウリ
　（ソビエト）
　ソ連アカデミー東洋研
　究所
　アルタイ語科主任数授
アンゲリカ。ヴェルナー
　（西猿）
　ボン大学大学院研究生
鼠　　弘巳
　a“　・一ストラリア。モナ
　シュ大学
　田本語科上級講師
ユルゲン・シュタルク
　（西独）
　ポソ大学東洋器語学
　研究所助手
楊　　幸惟
　　（中華二君共和国）
　上海帥範大学講飾
フロヲアソ・クルマス
　　（西独）
　ジaッセルドルフ大学
　研究員
　　研　究　題　目
電子計算機によるH本語研究
現代屡本語の動詞・助動詞・
盆画代名詞等の語彙と機能・
意味面こ分類する研究
臼本語の品詞論
貸本語教育充実のための臼本
語文研究及び文献収集等
漢字の研究
現代H塞語の文法と語彙に関
する研究
談誕の型の単位：の言語心理学
的機能について
研　究　期　間1
昭和53年11月10碍から
昭和55年9月30臼まで
昭稲54年11月6日から
昭；穣55奪8月2娼まで
昭和54年7月20　Hから
昭和55年6月30鼠まで
昭和55年4月1臼から
昭和55年6月30目まで
紹禾055年5月26欝力tSら
昭和56年5月25臼まで
昭和55年18月1臼から
昭和562年目28日まで
昭和55年11月20　Hから
昭和57年三1月工9鷺まで
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2内地留学生
　　氏　名
　近藤　達央
鈴木　　泰
甲斐　睦肩
山綺　幸雄
水谷　僑子
???????????園????
????
???
??
王0　2
　鋤務・職名
神芦外編諮大学
助教授
田形大学人文学
部助教授
愛知教育大学教
育学部助教授
漏出大学人：文学
部助教授
アメリカ。カナ
ダ11大学連舎臼
本研究センター
教授・言語課程
主任
　　研究題國
鷺本語教育における
対照言語学の役割
現代臼本語の情態副
詞
学習基本語彙の研究
現代旗本語の語彙体
系
撮本人の言語行動様
式の分析とそれの教
材化の研究
　研　究　期　間
H齢穣55年7月1日から
昭和δ5年8月31摂まで
昭和55年9月1障から
昭和56年2月28Hまで
昭禰55年9月1Hから
昭瀬56年2月28田まで
昭廊55年9月1臼力〉ら
紹頼56年2月28碍まで
1昭和56年1月12日から
1昭和56年6月12Hまで
沖纒米軍語学センタージョン・ディペネデツト氏
中国武漢大学　露伯慧氏
オハイオ州立大学。アメリカ言語学会会長　イルゼ。レヒシテ馬
アリゾナ大学　エツコ。ライマソ氏
フランス国立科学研究所（C．N。R．S．）羅碩圭茂
オーストラリア国立大学　アンソェ　一一。アルフォンソ二
日圏中山大学　丘仕三山
中国教育部外事局副局長　弊煙氏ほか
韓国精神文化研究院慧愈墨均氏，京城大学　三乗根氏
噛癖大学教養部長岡分校国語研究会　金子彰氏ほか学生15名
東ドイツ・ライプチッヒ大学　ゲルハルト・ヘルビッヒ矯
第2次中国厨本語激師訪H代蓑団　西安外國語学院　王艶琴氏ほか2
?
カールマルクス大学　エドガー・フsソエッティソゲン氏，ドイツ情
報ドキュメンテーション研究所東京事務所長　ウルリヒ・ワッテンベ
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ll
　　　22
1981　1
　　　2
　　　3
????????????
1980　4　15
　　　5　29
??????????
7
9
ルク馬，レーゲンスブルグ大学　ハラルド。H。ツイソマーマン氏，
スウェーデン・ルソ5大学　ヤソ・シュヴァルFヴッチ氏
スウェーデン　カルグレソ氏
va　〉“イツ・トツトガルト大学　ペーター・キ話ンメル氏
スウ二一デン王立技術研究所シュテファン・シュワルツ馬
サンパウロ：文化連盟　花函ルイス氏
北京第二外函語学院　孫凹田ほか4名
岩手大学教育学都国語科望月善次氏ほか9名
下京外国語学院　劉梅氏ほか5名
西ドイツ・コンスタソツ大学　ゲーツ。ヴィーノルド疑｝
フンボルト大学　ヘルガ9ジルベルシュタイン矯
神奈Jll県立教育セ：ンター研修員
オーストラリア・シドニー大学　PU　X・スティーtル1勇
パングラデッシュ・ダッカ大学　アブドゥル・ハイ＝氏
イタリア・ローマ大学　ラサエレ・シモーネ氏
　　　　　　　W　日　記　抄
賃本語教育長期専門研修開講式
文部省所轄ならびに国立大学附属研究所長会議総会（29～30）　（学士
会館）
文部省所轄ならびに国立大学附属班究所薯務長会議（学±会館）
昭和55年度国立大学経理部課長会議（東京緩科歯科大）
昭1和55年度M本丁丁膏映画企醸協議会（欝本シネセル）
昭和55年度国語辞典編藥準備調査会
第98回　懸立国語研究所評議員会
昭和55年度臼本語教育センター運営委員会
r日本語教育のための基本釣な語彙に関する比較・対照蘇究」のため
の専門家検討委員会
N本語教育映画試写会
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　　　　　9　：文化庁附属機関嶽務・会計部課長会議（文部省）
　　　　　エ1　文化庁との懇談会及び視察　文化庁長宮，國語課長，研究部長
　　　　　21　田本語教育一品研修（初級・現職着　東京会楊21～25）　（國研講堂）
　　　　　　　日本語教育一毅研修（初級・現職者　：大阪会揚30～8。3）（なにわ会館）
　　　　　22　　9k済組合監査
　　　9　2　昭和55年度　母藷劉学習辞典編集委員会
　　　10　15　日本語教育映画試写会（：文都雀）
　　　　　24　　口添55年度第31回文部省所管研究所第三三部会熱海協議会　（24～25）
　　　　　　　　（大阪大学）
　　　11　6　昭和55年度文部省所轄ならびに国立大学附麗研究所長会議（第三部会）
　　　　　　　　（6～7）　（京者ll大学）
　　　　　”　第31囲文部省所轄機関轟轟協議会（6～7）　（東窟国立博物館）
　　　　　7　昭和55年度漢語辞典編集準備調査会
　　　　　10　昭和55年度文部雀所轄研究所長会議（10～11）　（窟士激育研修所）
　　　　　28　昭和55年度母語刷学習辞典編集委員会
　　　　　29　昭和55年度臼本語敦育研究連絡協議会
　　　12　　20　　禽雇立言己念El
　　　　　　　　　寵念講演　　講師　田中千禾夫評議員
　　　　　22　昭和55年度国語辞典編集準備調査会
1981　エ　23　昭和55年度母語別学習辞典編集委員会
　　　　　27　文化庁人蔀監査
　　　2　7　日本語教育研究蓮絡協議会
　　　　　16　「臼本語順育のための基本的な語彙に関する比較・対照研究」のため
　　　　　　　の専門家検討i委員会
　　　　　〃　昭和55年度日本語数青露頭集中研修（3。14まで）
　　　　19　：文化庁附属機関次長等幹部会議（國立教育会館）
　　　　26　昭和55年度国語辞典編集準鶴調査会
　　　　27　日本語教育長期専門研修閉講式
　　　　28　碍本語教育映薩等蝋紙協議会
一　131　一
601
3
ー???。???
???
昭和δ5年度母語鋼学習辞典編集委員会
昭和55年度H本語教育研究協議会及び懇談会（東日本地区）
との共催）
第99随展立醐語研究所評議員会
文化庁附属機関長会議（国立教育会館）
昭和55年度臼本語教育センター還欝委員会
昭稗55年度日本語教育研究協議会及び懇談会（西臼本地区：）
との共催）　（大阪外国大）
各省薩轄研究所長連絡協議会（竹橋会館）
臼本語教育映函等企爾協議会
臼本語教育公開講座
（国藷課
（国語課
一132一
昭和56年10月
国立国語研究所
〒115　東京都北区西が丘3－9－14
　　　電話東京（90◎）31エ1（代表）
UDC
NDC
058 809．　56
81　0．　5
　　　　　鼠立国二二究殊刊行雀磐一覧
国立国語研究筋報管
1八丈島の言語調査秀莫出版刊2言語生活の実態　〃　　　一＄河市および付遅の農村における一
3　現代語の助詞・助動詞　　〃　　　　　一撃法と爽例一
4婦人雑誌の用語　〃　　　　一現代語の語彙調査一
5地域祇会の書語生活　 〃　　　　一鶴岡における心懸翻査一
6少　年　と　薪　聞　〃　　　一小学生。串学生の瓢翻への接近と理解一
7入門期の言語能力　〃8談話語の実態　〃9読みの実験的研究　〃　　　一音読にあちわれた読みあやまりの分析一
10低学年の読み書き能力　 〃
11敬語と敬語意識　〃12総合雑誌の用語備翻　〃　　　　一一現代語の語彙舗査一
13総合雑誌の用語（後編）　〃　　　　一堀代謡の藷彙講査一
14中学年の読み書き能力　 〃
15明治初期の薪聞の駕語　 〃
Z6　日本方需の記述的研究　明治警院刊
17高学年の読み書き能力　i秀英出版刊
18謡しことばの文型（工）　〃　　　　一対灘i資料による研突一
19総合雑誌の日宇　〃20澗音語の研究　〃21　環代雑誌九十種の用語用字（1）　　〃
　　　　一総鵡および月山蓑一
22　現代雑誌九十種の用語矯字②　　〃　　　　一漢字嚢一
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?oo沿2
れ切
?
?????????????????????????
23
????
?
??????
30－1
30－2
30－3
30－4
3e－5
30－6
ー?????
??
35
???（??
???????
賦しことばの文型（2）　　　　一一独議費料による研究一
横組みの字形に関する研究
現代雑誌九十種目用語期字（3）
　　　　一分　　　　析一
小学生の言語能力の発達
共通i語化の過程　　一北海這における七子鷺幾のζとば一
類　　義　　語　　の　　硯　　究
戦後の國昆各論の：文字生意?????????? ???? ??
秀英出版刊
tt
lt
噛切れ
tt
u
明治図書i：ll　　　　2，100鴻
秀英出版刊　　　品切れ
??
（／＞大蔵雀印刷局刊
）??ー??）））?〈?
（?
（?（?（
電子計算機による匿語研究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）
　　　　一親族語彙と社会構造一
家庭における子どものコミュニケーション意識
電子計算機による圏語研究（豆）
　　　一一一鋲聡の用譜絹字調査の処理組織一
社会総理と言語の関係についての基礎的研究②
　　　　一マキ・マケと親族呼称一
中学生の漢字習得に関する研究
電子謙算機による新聞の語詞調査
電・子計算機による薪閣の語彙調査（豆）
電子計算：機による園語研究（颪）
送りがな意識の調査
待　　遇　　表　　現　　の　　翼　　態
　　　　一一唾公沼〔24時認調査費灘｝カ〉ら一
電子計算機による薪聞の語彙調査（璽）
動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意味・用法の記述的研究
tt
tt
tt
It
　tt
秀英出版刊
　it
??ー
tt
rt
ll
rl
lt
it
n
ノノ
it
tt
〃
?oo4
れ切
?
〃
tt
tt
tt
〃
れ切
?
〃
?503
れ切
?
450円
5，000円
品切れ
2，800円
700円
1，500円
90G円
1，200円
6，000円
4，　eooN
s???
???
????
53
???
?????
70－1
70－2
幼児の読み書き能力
電子計算機による驚語研究（W）
糧会構造と言納の関係についての基礎的研究紛
　　　　．一一性向語糞と｛灘厳観一
電子計算機による薪聞の語彙i調査（N）
電子計算機による語語研究（V）
幼児の文構造の発達　　　　　一3歳～6歳児の場食一
往鱈子計算機による國語研究（VI）
地域社会の言語生活　　　一鶴髄｝こおける20箏飼との比鐡一
’言語使罵の変遷（1）　　　　一一揺島隠北部地域の面接縄査一
電子計算機による圏語研究（V9）
幼児語の形態論的な分析　　　　一締調・形容詞。述議名詞一
現代薪聞の漢字比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力電子謝卜算機による国語研究（、顎）
X線映画資料による母音の発音の研究
　　　　　一フSネーム研究監事一
電子計算機による国語研究（双）
研究報欝集（1）児童の嚢翼力と作文
各地方需親族語彙の雷語社会学的研究（i）
研　　究　　報　　告　　　　（2）
幼　　　児　　　の義　　語　　　彙　　　能　　　力
電子計鐸機による濁語研究（X）
専門語の語問題幼児・児童の連想語彙表
大都市　の　誉語　生活一分籟喬一
大　榔　市　の　雷　語　生　活一一資料編一一
東京書：籍刊
遮莫出版刊
　　ノノ
???
?ー
tx
??
　　tt
　　／1
東京書籍刊
秀英灘版刊
　　1！
　　ll
　　11
菜京書籍遡
秀英繊版モ弩
　　n
東京書籍刊
秀英繊版凋
　　tt
東京霧籍刊
三省霊威
　　tt
4，500円
　70◎円
　700円
3，000円
　900円
品切れ
1，GOO円
1，800円
2，500円
1，000円
晶切れ
　　tt
6，0◎O円
5，500円
1，300円
2，500円
1，300円
エ，γoe円
6，00◎円
2，000閤
3，00G円
8，000円
1，500円
4，GOO円
6，800円
7，800円
12，000円
鼠立國語三三勝資料集?????
?
　エ0－1　方言談話資料（1）　一山形・群馬。蝿野一
　10－2　方言談話資料（21　一寮良・高難・長繭一
　IC－3　方雷談話資料（3）　一轡森。新講。愛知一
　10－4方誉談話資料ω一福井・京都・轟籔一一
　10－5方立談話資料（5）一岩手・嘗城・・繰…・麟一
　エ1　　臼　本　君　語　地　図　語　形　索　引　大蔵劣印濡i鵬干彗
　固立闘語研究所欝窺部資群
　　　　幼驚のことば資料（1）秀英出版刊
　　　　幼児のことば資料（2）　〃
　魍立國語研究筋論藥
　1ことばの研究秀英出版刊　2ことばの研究第黛集　〃　3ことばの研究第3集　〃　喚ことばの研究第4集　〃　5ことばの研究第5集　〃
　R本語数育数紡
　・躰面面語糖竪姻遠回誓編大蔵繍欄
　　　　　一発音蓑現編一一
　2　日本語とB本語教育一文騎簸癒一　　　　　〃
歯面関係刊行書目（昭和17～24年）
語　彙　調　査一現鯉礪鷹吾の一瀦一
送り仮名法資料集明治以降国語学関係刊行書霞
沖　　　総　　　語　　　辞　　　典
分　　　類　　　語　　　彙　　　表
動詞・形容詞問題語燭例集
現代藩闘　の漢字調査　（中間報告）
熊護安愚楽鍋鰐語索引
???英秀
〃
??????????????
韓
　45円
贔切れ
　tt
　lt
3，500円
ユ，800円
1，700円
　50G円
1，500円
6，　OOO閉
6，000円
6，000円
6，◎00円
6，000円
1，50◎円
3，800円
3β00円
品切れ
　tt
　tt
1，　300円
1β0◎円
65◎円
850円
3臼本語の文法（上）一躰語囎鱒鋳謝一大蔵省印溺漏刊45e円
4日本語の文法（下）一日本語教灘購灘鵬5－
5　H本語教育の評価法一躰融嫡撚鯵考書6－
6中　・上級教授法一一日本覇激膏推灘潟轡7－
7　擬本語の指示講一日輝謝育撫鰺麟婁8一
國立頭語研三所回報　秀英出版刊
????????????昭和24年度　　品切れ
昭秘25年度　　〃
：G　噛む　26　年　謬謹：　　　　160円
昭　瓢　27年　痩　　　　　160円
昭諏28年度　品切れ
昭　職　29　年　度　　　　　200円
昭頼30年度　品切れ
昭篇31年度　　〃
昭　ヲ爵：…32　年　度　　　　　　〃
昭　和　33　年　度　　　　　　〃
昭和34年度　　〃
昭　和　35　年　度　　　　350F弓
昭和36奪度　160円
昭　和　37年　度　　　　220円
il召　愈138　年　痩　　　　　250Fq
昭職39年度　品切れ
曲譜瀬田秀英出版刊
昭和29旧版
昭職3G年半
昭和31年叛
昭和32年平
戸湘33年版
昭和34年版
贔切れ
　tt
　It
　lt
　tl
if
????
昭職40年慶
昭和41年臓
昭和42年痩
昭職43年度
昭瀦44年度
昭職45年度
昭覇46年度
昭和47年縫
昭和48年度
昭和49年度
昭和50年度
昭和51年匿
昭湘52年度
昭和53年痩
昭和54年度
昭和55年痩
昭和35年版
昭和36年版
昭和37年版
昭憩38年版
昭和39年版
樹帯40年版．
550円
700円
5GO円
500円
品切れ
30G円
300円
贔切れ
　lt
　1！
450円
450円
融埋れ
600円
700円
非売
葬売
80◎零
1，200円
昂切れ
　tt
　tt
lt
ll
lf
昭和41年版
昭和42年忌
昭和43年版
昭和44年版
昭和45年版
昭和46年八
頭瀦47回転
昭和48年京
島切れ
　It
　ll
　l1
1，500円
2，000円
2，2◎0円
2，700円
昭稲49年版
昭和50年版
昭和51年版
昭和52年版
昭和53年版
｝i召　禾欝　54　年　jx
昭和55年版
昭和56年版
3，800円
3，800円
4，0GO円
贔切れ
4，60◎円
4，8eo円
5，2◎0円
6，5GO円
高三生と懸乳鋲鵯蕪爾釜藝共編
鰻・ス・…ニケーシ・ソ愚轟講箋語著
秀莫出版干旺　280円
金沢書店刊　晶切れ
國立國語研究所三十年のあゆみ
　　　　　一硬究粟綾の紹介一
秀英幽版刊　1，500円
蔑本語教育教材晩映薩一覧
　　　　（各巻16ミジカラー，5分，欝塞シネセル社販売）
　巻
第1巻＊
第2巻寒
第3巻＊
第4巻＊
第5巻＊
第6巻＊
第7巻
第8巻＊
第9巻＊
第10巻
第11轡
簿2巻＊
プリント旧格
これは　かえるです一「こそあど」＋「は～です3－　　　　　　　30，000円
さいふは　どこにありますか一にそあど」＋ヂ～がある」一　　　　　〃
やすくないです，たかいです一形客澗とその活飛導入一　　　　　　　〃
なにを　しましたか一動　　覇一　　　　　　　　　　　　　 〃
しずかなこうえんで一形容勤講一　　　　　　　　　　　　　　〃
＄あ，かぞえましょう　一助数調一　　　　　　　　　　　　　〃
うつくしいさらに　なりました一鍬る」「する」一　　　　　　　〃
きりんは　どこにいますか一rL・るjrある」一　　　　　　　　　〃
かまくらを　あるきます一移勤の蓑理一　　　　　　　　　　　〃
おかねを　とられました一受身の衷現1一　　　　　　　　　　　〃
どちらがすぎですか一比鰻・醸1の一網…　　　　　　　　　”
もみじが　とてil＞きれいでした一です，でした，でしょう一一　　　　〃
第13巻＊
第1捲＊
第15巻＊
鑓16轡
第17巻
第18巻
第19巻
簗20巻
第21巻
第22巻
きようは　あめがふっています一して，している，していt一
そうじはしてありますか一Vて麟，しておく，してしまう一一
おみまいに　いきませんか一｛蜘囎誘の衰現｝
なみのおとが　きこえてきます・一・一rいく」「くる」一
みずうみのえをかいたことが　ありますか一一経験・予定の籔現一…
あのいわまで　およげますか一醜紛表現一一
よみせをみにいきたいです一意志・羅勘毅現一
てんきがいいからさんぽをしましよう一練鋤理由の衷税一
さくらがきれいだそうです一灘軽轍態の嚢現一
あめに寮ふられて訟こまりました一曇身の表珊2一一
第1巻～第3巻は，丈化庁との共周企爾
VTR価絡1／2／ンチオープンリール21，000円，
寧印については日本語教材映画解説の箭子がある。
30，00G円
　　／1
　　11
　　11
??????
3／4イ　ンラ：カセッ　ト20，000円
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